
 
園庭の真ん中に、白い線で丸ができ、

そこから何か楽しそうな声が 

聞こえてくるのに気付いた子ども達。 

 

「位置について、よーい、どん！」 

「頑張れー！！」「もう少し！」 

 

しばらく観察した後、 

「○○もやりたい！」と言葉にし、 

その姿に気が付いたみかん組が 

優しく声を掛けてくれました。 

「一緒に走る？」 

「手を繋いであげるね！」 

「もっと早くー！！」 

「お姉さん、行くよー！！」 

目線を合わせて、優しい声でゆっくり

話をしてくれていたお姉さん達。 

声を掛けてもらい、嬉しいような… 

恥ずかしいような…ちょっぴり 

照れていたもも組の子ども達。 

 

1周走り、ゴールに来た表情は、 

とっても誇らしげでした！ 

この姿をきっかけに、自信がついた 

子ども達。お姉さんとも保育士とも 

手を繋がずに 1人で走り、 

何度もかけっこを楽しんでいます       
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よーい、どん！ 


